
新潟県が実施する公共職業訓練です令和３年９月開講コース

受 講 生 募 集
通 学 型
２ か 月

◼ そ の 他 ：

①教科指導（職業に必要な専門的な知識・技術の習得）
②生活指導（職業人に相応しい生活態度の涵養）
③職業指導（就職・キャリア形成に関わる助言）

■ 施設見学会について

◼ お問合せ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

〒943-0834 上越市西城町1-12-17

【訓練実施場所】 上越保健医療福祉専門学校

営業時間 午前8時30分～午後5時30分

☎025-522-7475 HP httpｓ://www.jhoken.ac.jp/

駐車場
有 料

受講者の決定

7月 7日（水）午前10:00 より、上越保健医療福祉専門学校にて実施。
お電話にて事前にご予約の上、お越しください。(所要時間は1時間程度を予定しております)

◼ 募集期間 ：

◼ 訓練期間 ：

◼ 教 材 費 ：

◼ 選考場所 ：

令和 3年 5月28日（金）～令和 3年 8月26日（木）

令和 3年 9月 2日（木）

令和 3年 9月16日（木）～令和 3年11月15日（月）

無 料 〔ただし、教材費7,386円、職業訓練生総合保険料2,400円、及び合格後に提出していただく健康診断

にかかる経費は自己負担です〕

上越保健医療福祉専門学校

◼ 募集定員 ： 15名 （訓練最低実施人数は6名です。応募者が少ないときは、訓練を中止する場合があります）

■駐車場について ： 有料にて本校敷地内、及びシルバー人材
センターの駐車場をご利用いただけます。料金は概ね1か月2千
円程度の見込みです。詳細は受講決定後にご案内いたします。

◼ 対 象 者 ： 職業に必要な技能及びこれに関する知識を習得することにより早期就業を望んでいる求職者

平日 9:00～16:40◼ 訓練時間 ：

アート
ホテル

妙高はねうまライン

えちごトキめき鉄道
高田駅

■初任者研修に係る詳細は上越保健医療福祉専門学校のホームページに掲載
していますのでご確認ください。

■安心して訓練を受講できるように新型コロナウイルス感染予防対策をしています。

【 訓 練 目 標 】介護の基本を習得し、介護福祉関連への就職を目指します。
【職業訓練3本柱】
公共職業訓練では次の3つの指導を総合的に行い、求職者の就職を支援します。

◼ 対 象 者 ：

介護職員初任者研修課程修了（目標取得資格） ２期
普通救命講習・認知症サポーター養成講座

～ 介護の基礎知識、基本技術を習得し、介護福祉関連への就職を目指します～



選考日時
令和 3年 9月 2日（木） 午前 9時30分～（受付開始：9時15分）
事前の案内はいたしませんので、直接下記選考会場にお集まりください。

会 場 上越保健医療福祉専門学校

選考方法
筆記試験 20分（中学校卒業程度の国語・数学を含む一般教養）
面接試験 10分程度（受験者多数の場合、午後までかかる場合もあります）

所 持 品 筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム）

結果通知
令和 3年 9月 9日（木）までに上越テクノスクールから発送します。
※電話による合否の問い合わせには一切応じられません。
合否は選考試験の結果及びハローワークの受講指示等の目的を踏まえ、総合的に判定します。

応募手続き

受講者の決定

カリキュラム

応募対象者 職業に必要な技能及びこれに関する知識を習得することにより、早期就業を望んでいる求職者。

応募書類

①入校申込書：テクノスクールまたはハローワークにあります。
顔写真（撮影6か月以内、サイズ35×45mm以内）を貼付してください。

②返信用封筒（長3号 120×235mm）、合否通知に使用します。郵便番号、住所及び氏名を記入し、
84円切手を貼付してください。

受付場所 募集期間内に居住地を管轄するハローワーク

優 先 枠
母子家庭の母親、父子家庭の父親(2名)及び未就職卒業者(2名)、新型コロナウイルス感染症対策の影響
による離職者又は事業継続困難な個人事業主に該当される方は、ハローワーク相談窓口にお申出下さ
い。ただし、優先枠は合否を確約するものではありません。

新潟県立上越テクノスクールお問い合わせ先：

〒943-0171 新潟県上越市大字藤野新田333-2
☎ 025-545-2190

そ
の
他

・上記の他に入校式・修了式及び就職活動日があります。
・訓練は土曜日・日曜日・祝日は休みです。

訓練教科等 科 目 （項目） 名 時間 内 容

普
通
学
科

訓練説明、訓練終了後の説明 2 研修の進め方、受講から就労までの説明。訓練終了後の報告についての説明。

訓練評価 15 学科及び実技の復習、学科及び実技の履修到達度を評価する。

普通救命講習 3 普通救命講習を実施する。

認知症サポーター養成講座 3 認知症や認知症サポーターについて正しく理解する。

就職指導 9 研修生一人ひとりと面接を行い、就労に結びつける。

訓練時間 小計① 32

専
門
学
科

職務の理解 7 ①多様なサービスの理解 ②介護職の仕事内容や働く現場の理解

介護における尊厳の保持・自立支援 9 ③人権と尊厳を支える介護 ④自立に向けた介護

介護の基本 13
⑤介護職の役割、専門性と多職種との連携 ⑥介護職の職業倫理
⑦介護における安全の確保とリスクマネジメント ⑧介護職の安全

介護・福祉サービスの理解と医療との連携 9
⑨介護保険制度 ⑩医療との連携とリハビリテーション
⑪障害者自立支援制度及びその他制度

介護におけるコミュニケーション技術 6 ⑫介護におけるコミュニケーション ⑬介護におけるチームのコミュニケーション

老化の理解 6 ⑭老化に伴うこころとからだの変化と日常 ⑮高齢者の健康

認知症の理解 11
⑯認知症を取り巻く状況 ⑰医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
⑱認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活 ⑲家族への支援

障害の理解 9
⑳障害の基礎的理解 ㉑障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等の基礎的
理解 ㉒家族の心理、かかわり支援の理解

訓練時間 小計② 70

専
門
実
技

職場見学・体験 12 介護施設での見学・体験

基本知識の学習 12
①介護の基本的な考え方 ②介護に関するこころのしくみの基礎的理解
③介護に関するからだのしくみの基礎的理解

生活支援技術の学習 66

④生活と家事

⑤快適な居住環境整備と介護

⑥整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

⑦移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

⑧食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

⑨入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

⑩排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

⑪睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

⑫死にゆく人に関連したこころとからだのしくみと終末期介護

生活支援技術演習 12 ⑬介護過程の基礎的理解 ⑭総合生活支援技術演習

振り返り 4 研修全体を振り返り、今後継続して学ぶべきことについて確認し、説明する。

訓練時間 小計③ 106

総訓練時間 合計 ①＋②＋③ 208


